







































































 4 章では、3 章でみた近代墓制が都市社会の現場でいかに具現化したのかを、明治～大正
期の札幌を事例に検討した。近代墓制は、単に上から強制されたのではなく、近代的生活意
識を内面化し、日々暮らす街の一部として、また成功を顕示する場として、近代的な墓地を





























8 章では、昭和 5 年頃から現れた墓相学を取り上げた。墓相家らは東アジアの墓地風水の
直輸入とも、近世以来の民衆的霊供養文化とも異なる、「日本民族固有の、伝統的な、正し
い」墓の建て方を、マスメディアを活用して説いた。そうした墓の建て方の知識や規範を、
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クライアント側は、社会不安や新しい墓制の定着のなかで求めたのであった。 
 
（結論） 
以上全 8 章の考察を経て、「明治～昭和戦前期において日本の先祖祭祀と墓制がどのよう
に再編されたのか」という問いに対し、本論は次のような結論に至った。 
明治以来の変動のなかで、西洋とは異質の日本固有の習俗かつ日本固有の社会構造の基
盤として、近代国家日本にふさわしい「国民的習俗としての先祖祭祀と墓制」が新たに生み
出され、国家的アイデンティティへと昇華、自明化、社会通念化した。また大正期～昭和戦
前期には、いわゆる政府のイデオローグではなく、墓地づくりを担った技術者や、学校現場
の教育者、墓に関心を持つ市井の宗教家や趣味人など、いわば中間的存在によって、より身
近で具体的な言説、たとえば先祖祭祀意識の涵養方法や、偉人の墓の保存顕彰の仕方、自家
の墓の建て方が語られた。そこには大衆メディアの興隆や、ナショナリズムの高揚、新しい
言説や新しい墓制を積極的に進取した都市民が寄与した。こうした先祖祭祀と墓制の近代
の局面では、墓の視認性と本論が呼ぶ要素が重要な観点となった。近代都市の墓地とは、国
家にとっても、人々にとっても「可視化された先祖祭祀」であったためである。 
以上のように本論は、日本近代において、国家的アイデンティティとしての先祖祭祀論と、
その可視化としての墓が接合して、日本国民の習俗、道徳としての先祖祭祀と墓制が規範化
された過程を明らかにした。 
 
 
インターネットでの公表差し控えを求める理由 
 
学位論文の全文を含む単著を、平成 31年 12月に有限会社春風社から刊行予定である。同
社より、販売促進上の問題があることからインターネットでの公表を平成 33年 3月まで差
し控えるよう求める旨の申し出があったため、インターネットでの公表差し控えを求める。 
 
以上 
 
